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　血球分離チップ、磁性粒子含有診断チップ、癌の免疫細胞療
法の効果予測試薬、イヌ用アレルギー診断キットなど１５件の製
品化、２３件の試作品、研究成果を活用した遺伝子解析の開発
など。

市場規模  ○血球分離チップ  ８億円
　　　　  ○磁性粒子含有診断チップ  ２０億円
　　　　  ○動物用アレルギー診断キット  １０億円

　免疫・アレルギー疾患の克服に向けて、微少血を
用いた迅速簡便な診断技術の開発、治療効果予測
バイオマーカーの同定、ヒト疾患モデルマウスの開発
を進めました。事例に示したチップなど実用的な血液
および遺伝子診断の基盤技術を構築し、かずさ地区
を診断技術の研究開発拠点にする礎を築き、ベン
チャーの起業を進めています。

【迅速簡便な診断技術の開発】

① 血球分離チップ及び磁性粒子含有
　 診断チップと周辺装置
　　微量の血液を用いた診断用マイクロチップの開発
　を進め、血球（白血球・赤血球など）を分離できる
　合成樹脂製血球分離チップと磁性粒子含有診断
　チップおよびその周辺装置を開発したことにより、
　一滴の血液でアレルギー疾患等の病気の診断が
　できるようになりました。

【治療効果予測バイオマーカーの同定】

② 癌の免疫細胞療法の治療効果を予測する
　 診断キット
　　肺癌患者に免疫細胞療法を行ったときに有効で
　あった患者と無効であった患者の血液を比較し、
　癌の免疫細胞療法の治療効果を予測するマーカー
　を見出し、診断キットを開発したことにより、免疫
　細胞療法の有効な患者と無効な患者を診断できる
　ようになりました。

診断用基盤技術と装置の開発

① 血球分離チップ及び磁性粒子含有診断チップと周辺装置

② 癌の免疫細胞療法の治療効果を予測する診断キット

先端ゲノム解析技術を基礎とした免疫・アレルギー疾患
克服のための産学官連携クラスター形成

参画機関（太字は核となる研究機関）
産…島津製作所、プロメガ、

　　日本全薬工業、高信化学、

　　クロモリサーチ　ほか

学…千葉大学、早稲田大学

官…理化学研究所、

　　かずさDNA研究所URL.http://www.kazusa.or.jp/toshiarea/index.html

●都市エリア型（発展）（平成21年～25年度）

本事業のねらい

　先端ゲノム科学の研究拠点である、かずさＤＮＡ研究所と免疫システム統御治療学の国際教育研究拠点である
千葉大学等が連携し、免疫・アレルギー疾患克服のための基礎研究から臨床・産業応用研究への橋渡しを行い、
産学官連携のもとにマイクロデバイスシステムの創出、疾患遺伝子の探索、治療効果予測のバイオマーカー探索、
ヒト疾患モデルマウスの作製など、診断･治療の効率化･迅速化の実現、新産業創出の推進、バイオクラスター形
成を図っています。

　埼玉バイオプロジェクト全体として3社の企業化、
9件の新商品の開発販売を行いました。高機能抗体
作成と医療応用分野の売上げでは平成22年度3.8
億円、平成23年度4.6億円、平成24年度6.3億円
となっています。

　平成27年の世界の抗体医薬品市場規模は約530億
ドル（約6.3兆円）であり、今後も年10%程度の伸びが
期待されています。

　本事業は「埼玉バイオクラスター計画」に基づき、産学官
の連携を積極的に行い、世界的レベルの「高速分子進化技
術」を利用することによって事業化、商品化まで推進するこ
とができました。また、以下に示す製品化にも成功し、さらに
本事業から出発したベンチャー企業であるカイオム・バイオ
サイエンスが平成23年12月に東証マザーズに上場し、加え
て平成24年9月、第10回産学官連携功労者表彰「文部科学
大臣賞」を受賞する企業に成長しました。

① 高機能抗体作成と医療応用の研究・開発
　　本事業発のベンチャー企業であるカイオム・バイオサイ
　エンスは富士レビオに対して、得られた特許・技術のライ
　センスを実施し、富士レビオは、血中の「ビタミンＤ」に対
　する診断薬を開発し、平成25年商品化、欧州での販売を
　開始しました。

② 各種疾患モデルや機能研究用ツールの研究・開発
　　ヒト疾患遺伝子や蛍光センサー遺伝子を組み込んだ線
　虫を開発し研究、創薬ツールとして全国の研究機関に提供
　しています。また、顕微鏡と組み合わせた「微小生物追尾
　用ビジュアルサーボステージ」を開発しました。

本事業のねらい

　埼玉・圏央エリアが積み上げてきた「高速分子進化技術」を用いて、高機能な抗体・ペプチドアプタマー・蛍光
タンパク質センサーを創出し、高齢化社会における難病のための治療薬シーズ、診断・検査薬、創薬ツールに応用
します。これらの技術をコアとし、地域のものづくりの伝統と組み合わせて、独自の次世代バイオクラスター形成
を目指します。

かずさ・千葉エリア

製品化実績等 今後の市場規模（見込み）等
製品化実績等 今後の市場規模（見込み）等

① 高機能抗体作成と医療応用の研究・開発

② 各種疾患モデルや機能研究用ツールの研究・開発

富士レビオ株式会社／FUJIREBIO EUROPE、2013年発売、 
ルミパルス®G、25-OH VITAMIN D
（出典：Fujirebio Europe ＨＰ（http://www.fujirebio-europe.com/）

「蛍光遺伝子を組み込んだ線虫」
埼玉大学中井教授・安藤特任教授提供

高速分子進化技術を核とするバイオ・ものづくり
クラスターの形成

参画機関（太字は核となる研究機関）
産…カイオム・バイオサイエンス、

　　ジェナシス、ライフテック　ほか

学…埼玉大学、東京大学、埼玉医科大学、

　　お茶の水大学　ほか

官…理化学研究所、埼玉県立がんセンター、

　　埼玉県産業振興公社　ほかURL.http://www.saitama-j.or.jp/reds-2/sub1/

●都市エリア型（発展）（平成22年～24年度）

埼玉・圏央エリア
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